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新
た
な
年
度
を
迎
え
、
皆
様
に
は
「
今
年
こ
そ
は
！
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
五
年
目
と
な
る
平
成
二
七
年
度
は
、
す
べ

て
の
県
民
の
未
来
に
明
る
い
光
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
復
興
の
歩
み
を
確
か
な
も
の
に
す
る
年

度
で
も
あ
り
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
追
悼
復
興
祈
念
式
」
で
、
内
堀
知
事
は
、

「
ど
ん
な
困
難
な
こ
と
に
も
力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
し
、
あ
し
た
の
ふ
く
し
ま
を
切
り
拓
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
、
復
興
に
向
け
て
力
強
く
歩
む
決
意
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
知

事
の
こ
の
熱
い
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
ふ
く
し
ま
の
未
来
を
創
る
た
め
何
事
に
も
常

に
「
挑
戦
」
の
気
持
ち
で
臨
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
林
業
福
島
」
は
、
多
く
の
読
者
と
関
係
者
に
支
え
ら
れ
昭
和
三
八
年
八
月
に
創

刊
さ
れ
て
以
来
六
〇
〇
号
を
超
え
て
発
刊
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
二
七
年
度
は
、
次
に

よ
り
さ
ら
に
誌
面
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
三
〇
年
本
県
開
催
が
内
定
し
て
い
る
全
国
植
樹
祭
の
成
功
に
向
け
、
県
内
各

地
の
活
動
等
を
広
く
紹
介
し
ま
す
。
全
国
植
樹
祭
は
、
復
興
に
力
強
く
歩
む
姿
と
、
県
内
外

か
ら
の
ご
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
広
く
発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

県
民
が
一
丸
と
な
っ
て
森
林
づ
く
り
活
動
へ
取
り
組
む
気
運
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て「
自
然
に
親
し
む
〜
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木
〜
」の
紹
介
を
始

め
ま
す
。
本
県
に
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
地
域
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
巨

樹
・
名
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
守
り
、
育
て
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

緑
の
大
切
さ
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
豊
か
な
心
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
林
業
経
営
や
林
業
技
術
、
森
林
土
木
に
関
す
る
記
事
を
随
時
掲
載
し
ま
す
。

地
域
で
の
優
れ
た
林
業
に
関
す
る
取
組
や
、
歴
史
的
な
森
林
土
木
施
設
の
紹
介
を
通
じ
て
森

林
林
業
の
活
力
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
本
県
森
林
林
業
の
復
興
・
再
生
へ
強
い
思
い
を
込
め
、
題
字
を
揮
毫
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
林
業
福
島
」
は
、
県
内
唯
一
の
林
業
情
報
専
門
誌
と
し
て
、

読
者
の
関
心
が
あ
る
話
題
を
幅
広
く
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
よ
り
親
し
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
な

お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会　
会　長　齋　藤　卓　夫

「林業福島」は
充実した誌面づくりに努めます
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平
成
二
七
年
度
県
林
業
予
算

森
林
づ
く
り
の
計
画
・
調
整�

▼
森
林
計
画
課

　

森
林
計
画
課
は
、
森
林
計
画
関
係
（
地
域

森
林
計
画
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
、
森
林

経
営
計
画
、
森
林
審
議
会
、
国
有
林
と
の
調

整
等
）、
森
林
環
境
税
や
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
基
金
事
業
及
び
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
交
付
金
事
業
の
総
合
調
整
、

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
、
森

林
林
業
関
係
各
課
の
調
整
業
務
を
担
当
し
て

お
り
ま
す
。

■
平
成
二
七
年
度
予
算
（
一
般
会
計
）

　

○
県
総
予
算
（
一
般
会
計
）

一
、
八
九
九
、
四
二
一
百
万
円

（
対
前
年
比
一
〇
〇
・
八
㌫
）

　

○
農
林
水
産
部
予
算
（
一
般
会
計
）

一
一
三
、
一
二
〇
百
万
円

（
対
前
年
比
一
〇
五
・
〇
㌫
）

　

○
森
林
林
業
関
係
予
算
（
一
般
会
計
）

二
六
、
九
六
九
百
万
円

（
対
前
年
比
一
三
一
・
〇
㌫
）

　

今
年
度
の
農
林
水
産
部
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
福
島
県
農
林
水
産
振
興
計
画
「
ふ

く
し
ま
農
林
水
産
業
新
生
プ
ラ
ン
」
の
め
ざ

す
姿
の
実
現
に
向
け
て
、
重
点
戦
略
に
掲
げ

る
「
避
難
地
域
に
お
け
る
農
林
水
産
業
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
め
と
す
る
九
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
重
点
的
・
戦
略
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、「
東
日
本
大
震
災
及
び
原
子

力
災
害
か
ら
の
復
興
」
を
始
め
と
す
る
七
つ

の
施
策
の
展
開
方
向
を
柱
に
編
成
し
て
い
ま

す
。

■
森
林
環
境
税
を
財
源
と
す
る
事
業

　
　
　

―
森
林
環
境
基
金
事
業
―

　

福
島
県
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
良
好
な

生
活
環
境
を
生
み
出
す
森
林
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
平
成
一
八
年
四
月
か
ら
森
林
環

境
税
を
導
入
し
、
森
林
所
有
者
や
林
業
の
枠

組
み
を
超
え
た
県
民
参
画
に
よ
る
森も

林り

づ
く

り
の
施
策
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
環
境
税
は
、
水
源
の
か
ん
養
等
の
森

林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が

県
民
生
活
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
森
林
環
境
の
保
全
と
森
林
を
す
べ
て
の

県
民
で
守
り
育
て
る
意
識
の
醸
成
に
関
す
る

施
策
の
財
源
と
し
て
、
県
民
税
均
等
割
に
加

算
す
る
方
式
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
使
途
が
特

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
森
林
環
境
基
金
」

を
設
け
、
税
収
か
ら
賦
課
徴
収
経
費
を
差
し

引
い
た
額
を
積
み
立
て
て
活
用
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
第

三
者
機
関
で
あ
る
「
森も

林り

の
未
来
を
考
え
る

懇
談
会
」
の
意
見
を
伺
う
と
と
も
に
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
事
業
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る

な
ど
、
透
明
で
公
正
な
執
行
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
二
七
年
度
森
林
環
境
基
金
事
業
の
当

初
予
算
額
は
一
二
億
六
、
三
八
七
万
三
千
円

で
森
林
林
業
総
室
内
四
課
、
文
化
振
興
課
、

福島県農林水産部 森林計画課

　　【繰り入れ1.00億円＋
前年度からの繰り越し0.70億円】　　

【単位：千円】
 も　り　　　  も　り　　　

781,720 98,952 (66,517) 189,728 (186,861) 193,473 (194,810)

森林環境の適正な保全 県民参画の推進 71,632 (38,576) 森林環境交付金事業【地域提案重点枠】 森林環境交付金事業【森林環境基本枠】
617,138 90,728 (87,861) 193,473 (194,810)

　　（事業の対象分野） 　　（事業の対象分野）

　　ア　県産材の利活用推進 　　ア　県民参画の推進

　　イ　木質バイオマスの利活用推進 　　イ　森林の適正管理推進

森林資源の活用による持続可能な社会づくり 　　ウ　その他 　　ウ　森林環境学習の推進

164,582 　　エ　森林整備の推進

ふくしまの森林文化の継承
21,404 (20,596)

99,000 (99,000)
　・森林整備促進事業

　・間伐材の搬出・運搬支援

森林環境の調査 2,571 (4,200)

森林環境基金の運営 3,345 (3,145)

（　　　）は平成26年度当初予算

市町村事業　3.83億円　（3.82億円）県事業　8.81億円　（8.63億円)

　・CO2削減と風評払拭に向けた県産材の普及PR 　・森林文化を活用した地域再生

　・需要拡大に向けた県産材の活用促進支援

　・CLT等の新技術導入実践に対する支援

　・全ての市町村が継続的に森林づくりに取り組む財源

　・森林GISの整備による森林情報の高度化､共有化 　・県立学校における森林環境学習等

　・施業集約化を促進するための支援

  ・森林整備による公益的機能や木材利用による効果等の調査研究

　・森林環境基金事業の広報・公聴、懇談会の開催等

　・全国植樹祭の準備

(145,074)
　・間伐材の搬出・運搬支援

　・森林整備を促進するための路網整備

　・木質バイオマス利用促進 　・県内の森林文化の調査、継承に向けた公開体験等

　・森林環境情報の発信や森林づくり県民運動の浸透・拡大

　・森林づくり県民運動の推進

(796,935)

(651,861) 　・森林環境学習に必要なﾌｨｰﾙﾄﾞの整備、指導者の養成

　・水源かん養など機能の低下が懸念される森林整備等 　・森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの養成、森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの運営等 　・市町村独自の優れた提案事業に重点的に取り組む財源

森林環境を保全するための事業 森林づくりの意識を醸成するための事業 森林環境を保全するための事業 森林づくりの意識を醸成するための事業

森林環境基金（全国植樹祭勘定） 森林環境基金 10.19億円（10.93億円）1.7億円（0.7億円）

【繰り入れ 9.01億円＋前年度からの繰り越し1.18億円】 平成27年度事業費 合計

平成27年度事業費：41,335千円(0千円) 国庫等の活用206,889千円→平成27年度事業費：1,222,538千円（1,245,123千円） 1,263,873千円（1,245,123千円）

平成27年度森林環境基金事業の枠組（当初予算）

税収10.76億円（見込） 
【個人事業者・給与所得者  8.79億円　 法人  1.97億円】

県・市町村の徴収取扱費
0.75億円（税収の7%）

も り

森林の未来を考える
懇談会

平成27年度森林環境基金事業の枠組（当初予算）
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水
・
大
気
環
境
課
、
建
築
指
導
課
、
高
校
教

育
課
の
計
八
課
が
担
当
し
ま
す
。
事
業
の
概

要
は
、
図
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
森

林
計
画
課
が
実
施
す
る
森
林
環
境
基
金
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
森
林
環
境
適
正
管
理
事
業

　
　

森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
森
林
情
報
の
受
発
信
等

�
五
、
三
八
〇
千
円

②
森
林
環
境
交
付
金
事
業

　
　

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
行
う

き
め
細
か
な
森も

林り

づ
く
り
を
支
援

�

二
八
四
、
二
〇
一
千
円

③
ふ
く
し
ま
か
ら　

は
じ
め
よ
う
。
森も

林り

と

の
き
ず
な
事
業

　
　

森
林
環
境
に
関
す
る
情
報
発
信
と
、
森も

林り

づ
く
り
活
動
の
浸
透
・
拡
大
等

�

一
八
、
九
〇
〇
千
円

④
ふ
く
し
ま
の
森
林
文
化
継
承
事
業

　
　

福
島
県
の
森
林
文
化
調
査
、
森
林
文
化

の
公
開
体
験
等�

九
、
三
九
三
千
円

⑤
森
林
環
境
基
金
運
営
事
業

　
　

森も

林り

の
未
来
を
考
え
る
懇
談
会
の
運
営

と
、
森
林
環
境
基
金
事
業
に
対
す
る
県
民

の
声
を
聴
く
等�

三
、
三
四
五
千
円

■
地
域
森
林
計
画
の
編
成

　

地
域
森
林
計
画
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的

な
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
森
林

の
保
全
や
森
林
整
備
の
目
標
な
ど
の
基
本
的

な
事
項
等
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
市

町
村
及
び
森
林
所
有
者
等
に
森
林
施
業
上
の

指
針
及
び
規
範
を
示
し
、
そ
の
適
切
な
施
業

の
確
保
を
図
る
た
め
、
民
有
林
を
対
象
と
し

て
五
年
ご
と
に
十
カ
年
の
計
画
を
策
定
す
る

も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
奥
久
慈
森
林
計
画
区
に
お
い

て
計
画
を
樹
立
し
ま
す
。一

八
、
七
五
七
千
円

■
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
に
は
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
継
続
的
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

当
事
業
で
は
、
持
続
的
な
森
林
経
営
の
実

現
や
、
計
画
的
な
森
林
整
備
の
着
実
な
実
行

に
不
可
欠
な
「
森
林
経
営
計
画
」
の
策
定
を

推
進
す
る
た
め
、
森
林
所
有
者
や
森
林
組

合
、
林
業
事
業
体
等
が
実
施
す
る
次
の
取
組

を
支
援
し
ま
す
。

①
「
森
林
経
営
計
画
作
成
促
進
」
へ
の
支
援

　

森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

森
林
に
お
い
て
、
森
林
所
有
者
や
森
林
組

合
、
林
業
事
業
体
等
が
行
う
森
林
経
営
計
画

の
策
定
の
た
め
に
必
要
な
森
林
情
報
の
収

集
・
整
理
や
、
計
画
区
域
の
検
討
、
計
画
参

画
へ
の
森
林
所
有
者
の
同
意
取
得
等
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

②
「
森
林
経
営
計
画
作
成
促
進
（
経
営
委
託

型
）」
へ
の
支
援

　

①
に
加
え
、
森
林
整
備
に
必
要
な
森
林
の

現
地
調
査
や
路
網
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
森
林
所
有
者
に
森
林
整
備
の
提
案

を
行
う
等
、
森
林
経
営
の
委
託
契
約
を
締
結

す
る
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

③
「
不
在
村
者
の
現
地
立
ち
会
い
」へ
の
支
援

　

①
及
び
②
の
活
動
に
際
し
、
不
在
村
森
林

所
有
者
の
現
地
立
ち
会
い
や
合
意
形
成
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

④
「
境
界
情
報
の
確
定
」
へ
の
支
援

　

③
に
加
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
境
界
確
定
を

支
援
し
ま
す
。

⑤
「
施
業
集
約
化
促
進
」
へ
の
支
援

　

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
間
伐

等
に
つ
い
て
、
集
約
化
す
る
た
め
に
必
要
な

現
地
調
査
や
同
意
取
得
等
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

⑥
「
施
業
集
約
化
に
向
け
た
条
件
整
備
」
へ

の
支
援

　

施
業
集
約
化
を
進
め
る
上
で
重
要
と
な
る

既
設
路
網
の
簡
易
な
改
良
を
支
援
し
ま
す
。

�

二
〇
、
二
二
八
千
円

■
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
事
業

（
平
成
二
六
年
度
二
月
補
正
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
図
る
と
と

も
に
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を
確
保
し
つ

つ
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
推
進
す
る
た

め
、
路
網
等
の
生
産
基
盤
や
、
木
材
加
工
流

通
施
設
の
整
備
等
を
支
援
し
ま
す
。

①
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
事
業

　

間
伐
材
等
の
加
工
流
通
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
市
町
村
を
通
じ
て
支
援
し
ま
す
。

�

三
二
、
〇
五
〇
千
円

②
路
網
整
備
事
業

　

森
林
整
備
の
推
進
と
間
伐
材
等
の
森
林
資

源
を
活
用
し
た
林
業
・
木
材
産
業
の
再
生
を

図
る
た
め
、
森
林
組
合
等
が
実
施
す
る
森
林

作
業
道
の
整
備
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

�

一
六
、
〇
〇
〇
千
円

③
森
林
境
界
明
確
化
事
業

　

森
林
の
境
界
が
不
明
で
あ
る
こ
と
に
起
因

し
て
間
伐
が
進
ま
な
い
森
林
に
お
い
て
、
森

林
組
合
等
が
行
う
境
界
明
確
化
活
動
に
対
し

て
支
援
し
ま
す
。�

八
、
六
〇
〇
千
円

⑤
木
造
公
共
施
設
等
整
備
事
業

　

公
共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
に
基
づ

く
木
材
利
用
方
針
を
策
定
し
た
市
町
村
が
、

素
材
生
産
業
者
、
木
材
産
業
者
、
建
築
業
者

等
と
一
体
と
な
っ
て
行
う
公
共
建
築
物
の
整

備
を
支
援
し
ま
す
。�

九
、
五
〇
〇
千
円

⑥
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
事
業

　

素
材
生
産
業
者
等
の
林
業
事
業
体
に
よ
る

高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

�

一
一
、
〇
〇
〇
千
円

■
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
交
付
金
事
業

（
平
成
二
六
年
度
二
月
補
正
）

　

地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
て
、
木
材
需

要
の
拡
大
と
安
定
的
・
効
率
的
な
地
域
材
の

生
産
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

持
続
的
な
林
業
経
営
を
確
立
す
る
た
め
、
高

性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
や
、
間
伐
材
の
加

工
流
通
施
設
の
整
備
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

①
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
事
業

　

素
材
生
産
業
者
等
の
林
業
事
業
体
に
よ
る

高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

�

一
三
〇
、
八
〇
〇
千
円

②
未
利
用
間
伐
材
利
用
促
進
対
策
事
業

　

未
利
用
間
伐
材
等
の
利
用
の
た
め
の
間
伐

な
ど
支
援
し
ま
す
。�

九
〇
、
〇
〇
〇
千
円

③
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
事
業

　

間
伐
材
等
の
加
工
流
通
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
市
町
村
を
通
じ
て
支
援
し
ま
す
。

�

五
〇
五
、
九
七
五
千
円

④
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
付
帯
事
業

　

地
域
協
議
会
に
よ
る
、
地
域
材
の
安
定

的
・
効
率
的
な
供
給
や
利
用
拡
大
に
向
け
た

取
組
を
支
援
し
ま
す
。�

一
二
、
八
五
〇
千
円

⑤
新
規
用
途
導
入
促
進
事
業

　

製
材
用
材
の
利
用
価
値
を
高
め
る
技
術
開

発
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
木
質
部
材

や
工
法
の
開
発
・
普
及
等
を
支
援
し
ま
す
。

�

七
九
、
〇
〇
〇
千
円
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■
森
林
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業

　

放
射
性
物
質
の
影
響
を
受
け
た
森
林
で

は
、
森
林
整
備
や
林
業
生
産
活
動
が
停
滞

し
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
・
継
続
的

な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
放
射
能
汚

染
の
現
況
や
経
時
変
化
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
森
林
整
備
や
放
射
性
物
質
の
低
減
対
策

を
速
や
か
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査

や
情
報
収
集
を
行
い
ま
す
。

①
森
林
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
事
業

　

森
林
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
変
化
等
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
対
策
を
推

進
す
る
た
め
に
、
県
内
各
地
の
民
有
林
に
お

い
て
、
森
林
内
の
空
間
線
量
率
や
立
木
等
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
調
査
し
、
併
せ
て
調

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
本
県
の
森
林
整
備

は
停
滞
し
て
お
り
、
森
林
に
お
け
る
土
砂
流

出
等
の
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
高

度
発
揮
の
た
め
の
森
林
整
備
や
路
網
整
備
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
放
射
性
物
質
の
低
減

及
び
拡
散
防
止
を
図
る
放
射
性
物
質
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
三
年
か
ら
平
成
二
六
年
に

発
生
し
た
災
害
に
よ
り
被
災
し
、
現
在
も
復

旧
し
て
い
な
い
林
道
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て

市
町
村
を
支
援
し
ま
す
。

■
森
林
再
生
関
係

　

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射
能
の

影
響
に
よ
り
、
森
林
整
備
等
が
停
滞
し
て
い

る
森
林
に
お
い
て
、
森
林
機
能
を
回
復
す
る

森
林
の
整
備
と
林
内
路
網
の
整
備�
▼
森
林
整
備
課

査
結
果
の
評
価
・
分
析
等
を
行
い
ま
す
。

�

六
五
、
五
二
八
千
円

②
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
推
進
事
業

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
に
係
る
全
体
計

画
作
成
や
、
森
林
所
有
者
の
同
意
の
取
り
付

け
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を

整
備
し
、
市
町
村
に
提
供
し
ま
す
。

�

六
七
、
四
二
五
千
円

■
森
林
除
染
技
術
開
発
事
業

　

平
成
二
三
年
度
か
ら
平
成
二
六
年
度
に
か

け
て
、
表
土
流
出
防
止
工
、
被
覆
工
及
び
森

林
整
備
を
施
工
し
た
森
林
に
お
い
て
、
放
射

性
物
質
の
動
態
変
化
を
調
査
・
解
析
し
、
そ

の
影
響
を
低
減
す
る
新
た
な
技
術
確
立
に
向

け
た
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

�

一
五
七
、
一
一
三
千
円

た
め
、
林
内
の
放
射
性
物
質
の
状
況
調
査
の

実
施
や
、
間
伐
等
の
森
林
施
業
と
路
網
整
備

を
一
体
的
に
行
い
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
放
射
性
物
質
の
低
減

及
び
拡
散
防
止
を
図
る
た
め
市
町
村
事
業
の

支
援
と
県
事
業
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

①
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

�

三
、
九
五
四
、
一
〇
〇
千
円

　

②
広
葉
樹
林
再
生
事
業

�

五
一
、
〇
〇
〇
千
円

■
森
林
整
備
関
係

　

民
有
林
を
対
象
に
、
公
共
事
業
、
森
林
環

境
基
金
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
交

付
金
事
業
の
、
三
つ
の
仕
組
み
に
よ
り
、
林

業
事
業
体
等
が
計
画
的
に
行
う
森
林
整
備
を

支
援
し
ま
す
。

　

①
一
般
造
林
事
業
（
公
共
事
業
）

�

六
五
七
、
五
六
〇
千
円

　

②
森
林
整
備
事
業
（
森
林
環
境
基
金
）

�

四
〇
一
、
六
四
三
千
円

　

③
森
林
整
備
促
進
事
業（
森
林
環
境
基
金
）

�

二
八
一
、
五
三
八
千
円

　

④
未
利
用
間
伐
材
利
用
促
進
対
策
事
業

　
　
（
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
交
付
金
事
業
）

（
平
成
二
六
年
度
二
月
補
正
）

�

九
〇
、
〇
〇
〇
千
円

■
路
網
整
備
関
係

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森

林
整
備
の
推
進
や
効
率
的
で
安
定
し
た
林
業

経
営
の
確
立
、
山
村
地
域
の
定
住
環
境
の
整

備
等
、
森
林
整
備
の
基
盤
と
な
る
路
網
の
整

備
を
促
進
し
ま
す
。

　

①
林
業
専
用
道
整
備
事
業
（
団
体
営
）

�

二
五
、
一
六
五
千
円

　

②
森
林
管
理
道
整
備
事
業
（
県
営
）

�

一
九
九
、
七
六
〇
千
円

　

③
森
林
管
理
道
整
備
事
業
（
団
体
営
）

�

一
二
一
、
八
七
三
千
円

　

④
森
林
居
住
環
境
整
備
事
業
（
県
営
）

�

四
五
八
、
四
一
九
千
円

　

⑤
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
交
付
金
事
業

�

三
四
一
、
二
五
〇
千
円

　

⑥
林
道
改
良
事
業�

一
四
、
八
六
八
千
円

　

⑦
林
道
舗
装
事
業
（
県
営
）

�

五
七
、
六
八
〇
千
円

　

⑧
林
道
舗
装
事
業
（
団
体
営
）

�

一
六
、
四
〇
九
千
円

　

⑨
林
道
点
検
診
断
事
業

�

八
、
七
九
七
千
円

　

⑩
県
単
林
道
事
業�
一
〇
、
五
〇
六
千
円

　

⑪
路
網
整
備
事
業
（
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
基
金
）�

一
六
、
〇
〇
〇
千
円

　

⑫
森
林
整
備
促
進
路
網
整
備
事
業
（
森
林

環
境
基
金
）�

二
五
、
八
七
六
千
円

　

⑬
間
伐
材
搬
出
支
援
事
業
（
森
林
環
境
基

金
）�

二
六
、
七
二
〇
千
円

■
公
有
林
・
種
苗
関
係

　

公
有
林
の
う
ち
、
県
営
林
に
つ
い
て
は
、

県
産
材
の
復
興
需
要
に
応
え
る
た
め
、
伐
採

収
入
を
確
保
し
な
が
ら
、
保
育
間
伐
を
拡
大

し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
六
年
度

か
ら
「
公
益
社
団
法
人
ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ

く
り
公
社
」
と
な
っ
た
林
業
公
社
に
対
し

て
、
事
業
実
施
の
た
め
の
資
金
貸
し
付
け
等

を
行
い
ま
す
。

　

種
苗
で
は
海
岸
防
災
林
等
の
造
成
に
必
要

な
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
ク
ロ
マ

ツ
等
の
種
子
確
保
と
、
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ

苗
の
供
給
体
制
整
備
へ
集
中
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

①
県
営
林
の
保
育
管
理
事
業

�

九
三
、
一
〇
九
千
円

　

②
育
種
育
苗
事
業�

六
、
八
二
八
千
円

　

③
花
粉
の
少
な
い
森
林
づ
く
り
事
業

�

一
、
八
九
七
千
円

　

④
ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社
事
業

�

七
七
五
、
四
六
七
千
円

■
林
道
災
害
復
旧
関
係

　

平
成
二
三
年
、
二
五
年
、
及
び
二
六
年
に

発
生
し
た
豪
雨
等
の
異
常
気
象
に
よ
り
被
災

し
た
林
道
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
行
う
災
害

復
旧
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

①
林
道
災
害
復
旧
事
業
（
現
年
災
）

�

四
四
五
、
二
六
六
千
円

　

②
林
道
災
害
復
旧
事
業
（
過
年
災
）

�

六
〇
二
、
〇
七
三
千
円
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森も
林り
づ
く
り
活
動
の
推
進
と
安
全
で
快
適
な
県
土
の
保
全�

▼
森
林
保
全
課

　

林
業
振
興
課
は
、
県
産
材
の
フ
ル
活
用
を

進
め
、
木
材
の
流
通
量
の
拡
大
と
森
林
所
有

者
の
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
林
業
就
業
者

及
び
林
業
技
術
者
の
確
保
・
育
成
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
林
業
の
再
生
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
県
内
で
生
産
さ
れ
る
林
産
物
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、「
県
産
材
製
品
の
安
全

確
認
」
や
「
安
全
な
き
の
こ
の
生
産
」
に
向

け
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

■
県
産
材
の
安
定
供
給
と
利
用
促
進

　

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
や
木
材
加
工
流

通
施
設
の
整
備
に
対
す
る
支
援
等
に
よ
り
、

木
製
品
の
安
定
供
給
を
図
り
、
県
産
材
の
利

用
を
促
進
し
ま
す
。

■
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

　

公
共
建
築
物
等
の
木
造
化
・
木
質
化
を
進

め
る
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
始
め
と
し
た
新
た
な

木
造
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

一
層
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

■
未
利
用
間
伐
材
等
の
利
用
の
推
進

　

間
伐
材
や
燃
料
用
木
材
の
運
搬
、
木
質
燃

料
製
造
施
設
の
整
備
支
援
な
ど
に
よ
り
、
未

利
用
資
源
の
有
効
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

県
産
材
に
よ
る
木
造
住
宅
の
建
設
を
促
進

す
る
た
め
、
家
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
受
講
修

了
者
と
連
携
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
普

及
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

■
林
業
就
業
者
等
の
育
成
・
確
保

　

林
業
へ
の
新
規
就
業
の
促
進
や
、
林
業
事

業
体
へ
の
社
会
保
障
拡
充
支
援
、
林
業
労
働

者
の
能
力
向
上
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
総
合

的
な
担
い
手
対
策
を
展
開
し
ま
す
。

■
林
産
物
の
安
全
性
の
確
保

　

県
内
で
生
産
さ
れ
る
林
産
物
の
安
全
性
を

確
保
し
、
経
営
の
安
定
と
生
産
の
回
復
を
図

る
た
め
、
木
材
製
品
の
放
射
線
量
の
検
査
、

安
全
な
き
の
こ
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な

生
産
資
材
の
導
入
支
援
、
原
木
林
等
の
除
染

実
証
事
業
、
安
全
な
原
木
を
供
給
す
る
た
め

の
非
破
壊
型
検
査
機
器
の
導
入
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
県
産
製
材
品
の
安
全
性
の

Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
の
普
及
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
課
の
予
算
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
林
業
労
働
安
全
衛
生
対
策

　

①
林
業
労
働
安
全
衛
生
指
導
体
制
強
化
事
業

�

一
、
四
一
五
千
円

◆
森
林
整
備
担
い
手
対
策
基
金
事
業

�

一
三
五
、
〇
五
一
千
円

　

①
新
規
参
入
等
促
進
事
業

　

②
社
会
保
障
充
実
強
化
事
業

　

③
林
業
労
働
者
等
研
修
事
業

　

④
林
業
労
働
安
全
衛
生
確
保
総
合
対
策
事
業

　
　

等

◆
森
林
除
染
等
実
証
事
業

�

五
八
、
一
九
五
千
円

　

①
き
の
こ
用
原
木
林
再
生
事
業

　

②
竹
林
再
生
事
業

　

③
野
生
き
の
こ
等
発
生
環
境
再
生
事
業

　

④
し
い
た
け
原
木
除
染
シ
ス
テ
ム
の
実
用

開
発
事
業

　

⑤
森
林
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
防

止
等
調
査
事
業

　

⑥
コ
シ
ア
ブ
ラ
に
よ
る
土
壌
中
の
放
射
性

物
質
除
去
調
査
事
業

◆
県
産
材
安
全
性
確
認
調
査
事
業

�

二
〇
〇
千
円

◆
特
用
林
産
の
振
興

�

二
六
八
、
三
四
六
千
円

　

①
き
の
こ
類
振
興
対
策
事
業

　

②
安
全
な
き
の
こ
原
木
等
供
給
支
援
事
業

　

③
き
の
こ
原
木
非
破
壊
検
査
機
器
導
入
事
業

◆
林
業
試
験
研
究
施
設
の
管
理
運
営

�

二
五
、
九
二
七
千
円

◆
森
林
環
境
基
金
関
係
事
業

�

七
六
、
一
一
九
千
円

　

①
も
っ
と
も
っ
と
木
づ
か
い
推
進
事
業

　

②
間
伐
材
搬
出
支
援
事
業

　

③
ふ
く
し
ま
の
森
林
文
化
継
承
事
業

　

④
緑
の
住
宅
普
及
支
援
事
業

◆
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
事
業

�

（
平
成
二
六
年
度
補
正
）

�

五
二
、
五
五
〇
千
円

　

森
林
保
全
課
で
は
、
県
民
参
加
の
森も

林り

づ

く
り
・
緑
化
の
推
進
及
び
森
林
病
虫
獣
害
か

ら
森
林
を
守
る
森
林
保
護
、
安
全
で
快
適
な

県
土
形
成
の
た
め
の
治
山
事
業
、
保
安
林
制

度
を
通
じ
た
保
安
林
の
適
正
管
理
、
民
有
林

の
森
林
を
開
発
す
る
際
の
審
査
・
指
導
を
行

う
林
地
開
発
許
可
制
度
に
関
す
る
業
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

◆
全
国
植
樹
祭
の
開
催

　

全
国
植
樹
祭
は
、
国
土
緑
化
運
動
の
中
心

的
な
行
事
で
あ
り
、
平
成
二
六
年
八
月
に
平

成
三
〇
年
の
本
県
開
催
が
内
定
し
ま
し
た
。

平
成
二
六
年
度
に
は
、
準
備
委
員
会
に
お
い

て
基
本
構
想
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
式
典

会
場
候
補
地
を
「
南
相
馬
市
の
海
岸
防
災

林
」
と
し
た
ほ
か
、
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
等
の

　

①
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
事
業

　

②
木
造
公
共
施
設
等
整
備
事
業

　

③
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
事
業

◆
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
交
付
金
事
業

�

（
平
成
二
六
年
度
補
正
）

�

七
一
五
、
七
七
五
千
円

　

①
高
性
能
林
業
機
械
等
導
入
事
業

　

②
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
事
業

　

③
新
規
用
途
導
入
促
進
事
業

◆
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

�

八
五
、
一
〇
〇
千
円

　

①
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
交
付
金

事
業（
新
規
用
途
導
入
促
進
事
業
）再
掲

　

②
も
っ
と
も
っ
と
木
づ
か
い
推
進
事
業

（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
新
技
術
導
入
実
践
事
業
）

◆
林
業
・
木
材
産
業
金
融
の
充
実

�

八
〇
〇
、
六
九
二
千
円

選
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
基
本

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
教
育
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
苗

木
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、
県
内
各
地
で

開
催
さ
れ
る
植
樹
や
交
流
活
動
な
ど
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
、
開
催
気
運
の
醸
成

を
図
り
、
本
県
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ

し
い
大
会
と
な
る
よ
う
開
催
準
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
全
国
植
樹
祭
準
備
事
業

�

三
四
、
七
三
七
千
円

◆
森も

林り

づ
く
り
活
動
の
推
進
と
森
林
保
護

　

県
民
参
加
に
よ
る
森も

林り

づ
く
り
活
動
と
緑

化
運
動
を
支
援
し
、
森も

林り

と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
を
県
民

県
産
材
フ
ル
活
用
の
促
進�

▼
林
業
振
興
課
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全
体
で
支
え
る
意
識
の
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
松
く
い
虫
や
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ

ム
シ
等
に
よ
る
被
害
か
ら
、
貴
重
な
森
林
を

守
る
た
め
の
防
除
対
策
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

■
森も

林り

と
の
ふ
れ
あ
い
・
緑
化
活
動
の
推
進

　

①
総
合
緑
化
対
策
事
業

�

一
一
、
三
一
九
千
円

　

②
森
林
総
合
利
用
対
策
事
業

�

三
四
、
一
二
六
千
円

　

③
森も

林り

と
の
ふ
れ
あ
い
施
設
管
理
事
業

�

九
七
、
二
一
三
千
円

■
森
林
環
境
基
金
事
業

　

①
森
林
環
境
学
習
の
森
整
備
事
業

�

三
、
九
四
八
千
円

　

②
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
対
策
事
業

�

九
、
二
五
九
千
円

　

③
森
づ
く
り
指
導
者
育
成
事
業

�

二
、
三
〇
〇
千
円

■
森
林
保
護

　

①
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業

�

五
六
、
四
六
三
千
円

　
　

・
松
く
い
虫
・
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
の
防
除
対
策

　
　

・
山
火
事
予
防
・
森
林
保
険
加
入
促
進

等

◆
治
山
事
業
に
よ
る
県
土
の
保
全

　

治
山
事
業
は
、
民
有
保
安
林
の
維
持
造
成

を
通
じ
て
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県

民
の
生
命
・
財
産
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

水
源
の
か
ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成

を
図
り
、
安
全
で
安
心
で
き
る
豊
か
な
く
ら

し
の
実
現
を
図
る
う
え
で
不
可
欠
な
事
業
で
す
。

　

平
成
二
七
年
度
の
治
山
事
業
は
、
被
災
地

の
復
旧
や
予
防
、
森
林
の
機
能
強
化
な
ど
の

事
業
を
効
果
的
に
実
施
し
、
山
地
災
害
に
対

す
る
減
災
対
策
を
図
る
と
と
も
に
コ
ス
ト
縮

減
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
効
率
的
な
予
算

の
執
行
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
、
津
波
に
よ
り
失
わ
れ
た
保
安
林
の

機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
多
重
防
御
の
一
環

と
し
て
海
岸
防
災
林
造
成
事
業
に
よ
る
復
旧

を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

県
単
独
治
山
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
事
業
に
採
択
さ
れ
な
い
被
災
地
の
復
旧
及

び
予
防
が
必
要
な
地
区
の
う
ち
、
緊
急
性
や

優
先
度
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
箇
所
毎
の
優

先
順
位
を
適
正
に
定
め
順
次
執
行
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
庁
的
に
展
開
し
て
い
る
「
地
産
地
消
の

推
進
」
に
つ
い
て
は
、
県
産
間
伐
材
を
利
用

し
た
森
林
土
木
工
法
の
推
進
や
平
成
十
四
年

度
か
ら
導
入
し
て
い
る
治
山
ダ
ム
の
間
伐
材

型
枠
工
等
に
よ
り
、
平
成
二
七
年
度
の
木
材

使
用
目
標
量
を
四
〇
〇
立
方
㍍
程
度
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
、
最
新
の

山
地
災
害
危
険
地
情
報
を
県
民
に
提
供
す
る

こ
と
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
防
災
意
識
の
高
揚
や
避
難
態
勢

の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
減
災
効
果
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
一
般
治
山
費
（
二
七
年
度
当
初
）

�

一
一
、
九
六
九
、
六
七
一
千
円

　
　
（
二
六
年
度
補
正
）

�

三
一
、
五
〇
〇
千
円

　

①
復
旧
治
山
事
業

　
　
（
二
七
年
度
当
初
）

�

一
、
〇
七
三
、
七
四
六
千
円

　
　
（
二
六
年
度
補
正
）

�

三
一
、
五
〇
〇
千
円

　

②
地
す
べ
り
防
止
事
業

�

四
一
九
、
二
一
〇
千
円

　

③
防
災
林
造
成
事
業

�

一
〇
、
三
四
五
、
一
五
〇
千
円

　

④
保
安
林
整
備
事
業

�

一
三
一
、
五
六
五
千
円

■
一
般
治
山
費
（
県
単
）

�

四
六
二
、
五
二
五
千
円

　

①
予
防
治
山
事
業

�

二
九
四
、
九
四
五
千
円

　

②
山
地
災
害
総
合
減
災
対
策
治
山
事
業

�

一
六
七
、
五
八
〇
千
円

■
災
害
関
連
治
山
費

�

一
五
、
一
七
三
千
円

　

①
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業

�

一
二
、
五
二
一
千
円

　

②
林
地
崩
壊
対
策
事
業

�

二
、
六
五
二
千
円

■
県
単
治
山
費

�

八
一
、
〇
二
六
千
円

　

①
治
山
施
設
事
業
（
県
営
）

�

四
八
、
一
六
九
千
円

　

②
治
山
施
設
事
業
（
補
助
）

�

三
一
、
三
一
三
千
円

　

③
県
単
治
山
調
査
事
業

�

一
、
五
四
四
千
円

■
治
山
災
害
復
旧
費

�
一
、
四
八
六
、
四
二
五
千
円

◆
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
保
安
林
の

管
理
と
適
正
な
林
地
の
利
用
と
森
林
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施

　

現
在
、
県
内
に
は
国
有
林
と
民
有
林
合
わ

せ
て
森
林
面
積
の
約
四
一
㌫
、
約
三
九
万
㌶

が
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
源
の
か
ん
養
や
山
地
災
害
の
防
備
・
生

活
環
境
の
保
全
形
成
等
、
私
た
ち
が
安
全
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
特
に
重
要
な
森

林
を
保
安
林
と
し
て
指
定
し
保
全
す
る
と
と

も
に
、
伐
採
の
規
制
と
適
切
な
施
業
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
適
正
に
管
理
し
、
森

林
の
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
海
岸
部

の
保
安
林
を
復
旧
す
る
た
め
、
保
安
林
整
備

委
託
事
業
に
お
い
て
、
国
の
「
東
日
本
大
震

災
復
興
に
向
け
た
保
安
林
整
備
予
算
（
平
成

二
五
～
二
七
年
）」
を
活
用
し
、
二
六
年
度

に
引
き
続
き
被
災
し
た
海
岸
部
の
保
安
林
指

定
適
地
調
査
や
保
安
林
指
定
に
係
る
森
林
所

有
者
情
報
整
備
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
保
全
や
適
正
な
利
用
促
進

の
た
め
に
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
森
林
に
お
い
て
土
石
を
採
掘

し
た
り
、
林
地
以
外
に
転
用
す
る
行
為
は
、

無
秩
序
に
行
わ
れ
る
と
森
林
の
働
き
が
損
な

わ
れ
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
林
地
開
発
許
可
制
度
に
基
づ
き
審
査

や
指
導
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
重
要
な
事
項

を
審
査
す
る
場
合
は
、
外
部
意
見
の
聴
取
の

た
め
に
森
林
審
議
会
森
林
保
全
部
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

①
森
林
保
全
管
理
事
業

�

七
、
七
三
八
千
円

　

②
保
安
林
整
備
委
託
事
業

�

三
三
、
七
六
三
千
円

　

③
保
安
林
整
備
管
理
事
業

�

一
四
、
九
〇
〇
千
円



林業福島　平成27年４月１日発行（第三種郵便物認可）

7―　 ―

【
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭

基
本
構
想
の
概
要
】

 

開
催
理
念

　

私
た
ち
福
島
県
民
は
、
全
国
植
樹
祭
を

本
県
の
森
林
再
生
の
取
組
の
目
標
と
す
る

と
と
も
に
、
国
内
外
か
ら
の
復
興
支
援
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
広
く
発
信
す
る
シ
ン

ボ
ル
事
業
と
し
て
、
県
民
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

一　

県
民
参
加
の
森も

林り

づ
く
り
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

二　

本
県
の
復
興
・
発
展
を
加
速
す
る
原

動
力
と
し
ま
す
。

三　

海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生
や
放
射

性
物
質
の
影
響
を
受
け
た
森
林
の
再
生

を
目
指
し
ま
す
。

四　

県
内
外
の
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

五　

国
内
外
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
感
謝

と
復
興
に
向
か
っ
て
強
く
歩
み
続
け
る

福
島
の
姿
を
広
く
発
信
し
ま
す
。

　

五
つ
の
開
催
理
念
に
基
づ
き
、
私
た
ち

は
、
次
世
代
に
豊
か
な
森
林
を
引
き
継
ぐ

た
め
、
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
通
じ
て
県

民
一
人
一
人
が
参
画
す
る
森も

林り

づ
く
り
活

動
を
更
に
推
進
し
ま
す
。

 

開
催
会
場
候
補
地

　

各
会
場
は
、
平
成
二
七
年
度
に
決
定
し

ま
す
。

一　

式
典
会
場

　
　

南
相
馬
市
の
海
岸
防
災
林
の
「
原
町

（
萱か

い

浜ば
ま

・
雫
し
ど
け
）」
地
区
と
し
ま
し
た
。

二　

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

　
　

多
く
の
方
が
植
樹
活
動
に
参
加
し
、

全
国
植
樹
祭
の
開
催
理
念
を
共
有
で
き

る
よ
う
設
け
、「
ふ
く
し
ま
県
民
の
森
」

と
し
ま
し
た
。

三　

Ｐ
Ｒ
会
場

　
　

式
典
会
場
や
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
参
加

者
以
外
の
方
に
も
全
国
植
樹
祭
の
開
催

意
義
や
豊
か
な
森
林
を
未
来
へ
継
承
す

る
取
組
を
伝
え
る
た
め
、
多
く
の
方
に

全
国
植
樹
祭
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
駅
周
辺
な
ど
の
県
内
外
の
方
が

立
ち
寄
り
や
す
い
場
所
に
設
け
、「
福

島
市
、
郡
山
市
、
白
河
市
、
会
津
若
松

市
」
と
し
ま
し
た
。

 

関
連
事
業

　

全
国
植
樹
祭
の
前
日
に
慣
例
と
し
て
開

催
さ
れ
て
い
る
全
国
林
業
後
継
者
大
会
に

つ
い
て
は
、
同
大
会
が
平
成
二
八
年
度
に

開
催
決
定
さ
れ
た
後
に
、
設
置
さ
れ
る
主

催
団
体
等
と
「
い
わ
き
方
部
」
で
の
開
催

に
向
け
調
整
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
の
関
連
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
関
連
の
施
設
な
ど
関
連
事
業

に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
や
内
容
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 

開
催
規
模

　

式
典
参
加
者
一
一
、
〇
〇
〇
人
程
度

（
関
連
行
事
参
加
者
含
め
二
五
、
〇
〇
〇

人
程
度
）
と
し
ま
す
。

 

開
催
時
期

　

平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
年
）
春
季
と

し
ま
す
。

　
（
開
催
日
は
平
成
二
九
年
度
に
決
定
し

ま
す
。）

天皇陛下　お手植え
（平成二六年第六五回全国植樹祭　新潟県提供）

　
平
成
三
〇
年
に
開
催
が
内
定
し
て
い
る
第
六
九
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
、
開

催
理
念
、
開
催
の
基
本
的
な
あ
り
方
な
ど
を
定
め
た
基
本
構
想
を
平
成
二
七
年

一
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
県
の
正
式
決
定
は
平
成
二
七
年
度
中
の
予
定
で
す
。

全
国
植
樹
祭
コ
ー
ナ
ー
森
林
保
全
課
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「
三
春
滝
ザ

ク
ラ
」
は
、
田

村
郡
三
春
町
大

字
滝
字
桜
久
保

地
内
に
生
育
し

て
い
る
。
三
春

は
福
島
県
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置

し
、
戦
国
大
名

「
田
村
氏
」
の

築
城
よ
り
五
〇

〇
年
余
、
伊
達

政
宗
の
正
室

「
愛
姫
」
の
故

郷
で
、
江
戸
時

代
に
は
秋
田
氏

五
万
石
の
城
下

町
と
し
て
栄
え

た
。
町
名
の

「
三
春
」
は
、

梅
、
桃
、
桜
が

一
斉
に
咲
き
競
い
、
三
つ
の
春
が
同
時
に

訪
れ
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
る
。

　

滝
ザ
ク
ラ
の
樹
種
は
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
系

の
枝
垂
れ
型
の
品
種
ベ
ニ
シ
ダ
レ
で
あ
る
。

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
で
は
日
本
を
代
表
す
る
巨

樹
で
、
大
正
十
一
年
十
月
十
二
日
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
日
本
三
大

桜
の
一
つ
と
言
わ
れ
、
開
花
期
に
は
全
国

各
地
か
ら
三
〇
数
万
人
が
訪
れ
る
。

　

樹
齢
は
、
推
定
一
〇
〇
〇
年
と
も
言
わ

れ
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
一
五
五
四

年
）
に
植
え
ら
れ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、

伝
承
や
物
語
も
全
く
な
く
確
か
で
は
な
い
。

　

本
樹
の
東
側
の
根
元
に
小
さ
な
祠
が
あ

る
が
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
年
）
に
記

さ
れ
た
「
滝
佐
久
良
の
記
」（
筆
者
不
明
）

に
、
桜
の
巨
木
の
下
に
こ
の
祠
が
立
っ
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
よ
り
さ
ら
に
樹
齢
は
古
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
旧
三
春
藩
で
は
、
周
辺
の

畑
地
を
米
作
三
斗
二
升
五
合
に
当
た
る
約

三
畝
歩
を
無
税
と
し
、
藩
主
の
「
御
用
木
」

と
し
て
柵
を
巡
ら
し
保
護
し
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　

樹
形
は
、
自
然
樹
形
を
保
っ
て
お
り
、

明
治
期
の
写
真
と
比
較
し
て
み
て
も
幹
や

主
枝
な
ど
の
骨
格
は
現
在
と
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
過
去
十
五
年

間
に
二
度
、
台
風
と
大
雪
に
よ
り
損
傷
が

あ
っ
た
。
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

十
月
一
日
に
は
台
風
二
一
号
に
よ
り
樹
冠

頂
部
の
太
枝
一
本
が
折
れ
、
平
成
十
七
年

（
二
〇
〇
五
年
）
一
月
十
五
日
に
は
湿
っ
た

大
雪
の
た
め
太
枝
を
含
む
二
〇
本
以
上
の

枝
が
折
れ
た
。
三
春
町
は
そ
の
都
度
、
文

化
庁
と
県
の
指
導
に
よ
り
迅
速
に
治
療
を

実
施
し
、保
護
保
全
に
当
た
っ
て
き
た
。

　

現
状
は
、
樹
高
一
三
・
五
〇
㍍
、
枝
張

り
は
東
一
一
・
〇
〇
㍍
、
西
一
四
・
〇
〇
㍍
、

南
一
四
・
五
〇
㍍
、
北
五
・
五
〇
㍍
で
、

東
と
北
側
に
枝
張
り
の
少
な
い
扁
平
の
樹

形
を
呈
し
て
い
る
が
、
主
幹
が
南
東
に
傾

斜
し
て
い
る
た
め
で
、
伸
長
が
悪
い
わ
け

で
は
な
い
。
幹
の
太
さ
は
八
・
一
〇
㍍
、

根
元
周
一
一
・
三
〇
㍍
と
巨
木
で
あ
る
が
、

樹
幹
の
腐
朽
が
目
立
ち
、
南
側
は
大
き
く

開
口
し
て
い
る
。
し
か
し
、
幹
空
洞
内
部

に
は
直
径
二
〇
～
三
〇
㌢
㍍
の
不
定
根
七

本
が
複
雑
に
か
ら
ま
り
な
が
ら
幹
化
し
て

伸
長
生
育
し
、
現
在
の
良
好
な
樹
勢
を
支

え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

滝
ザ
ク
ラ
は
、
花
の
咲
く
春
に
訪
れ
る

人
が
多
い
が
、
福
島
県
を
代
表
す
る
、
い

や
日
本
一
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
妖
艶
な
姿

を
四
季
折
々
訪
ね
、
巨
樹
の
パ
ワ
ー
を
体

い
っ
ぱ
い
受
け
取
り
、
保
護
保
全
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

「
自
然
に
親
し
む
」
福
島
県
の
巨
樹
・
名
木　

― 

１ 

―

樹
木
医　

鈴　

木　

俊　

行

三
春
滝
ザ
ク
ラ
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　平成25年度から川内村原木舞茸研究所（以下「会」という。）と実施してきた、原木まいたけ（露地）の
生産再開に向けた取り組みについてお知らせします。
　はじめに、会で生産された平成24～26年度産原木まいたけ（露地）に含まれる放射性物質濃度は、放射性
物質対策実施の有無にかかわらず、ND ～10Bq ／㎏であり、数字のうえでは既に安全が確認されています。
今回は、放射性物質の供給源を特定することでさらなる安全性の確保と、課題であった販路の確保、活動の
活性化について取り組みました。
　放射性物質の供給源については、雨水が寒冷紗を通過する際に、寒冷紗に付着した放射性物質を流下させ
ることを予想し、寒冷紗と寒冷紗通過前後の雨水の放射性物質濃度の測定を行いました。その結果、寒冷紗
から放射性物質が確認されたものの、寒冷紗通過前後の雨水に差は見られず、また、採取した各月及び採取
した全ての雨水を濃縮したものでも放射性物質濃度は低く、雨水による放射性物質の供給は極めて少ないこ
とが分かりました。そのため、あらためてほだ場周辺を点検したところ、生産資材の放射性物質濃度が増加し
たほだ場では泥はねが多く見られました。過去の測定結果では土壌表面に含まれる放射性物質濃度が高いこ
とが確認されており、会では放射性物質の供給源を泥はねと仮定し、落葉及び表土５㎝を除去し泥はね防止
のシートを張り、汚染されていない生産資材で栽培を行う対策を考えました。会ではこの方法を『より安全な
栽培方法』として、平成27年度からの出荷開始を目指すとともに継続して効果検証を行っていく予定です。
　販路の確保については、25年度当初に会と協力して情報収集を行った結果、風評被害が一番の課題である
ことが分かりました。そのため、会員経営飲食店での使用食材の検査結果の掲示をはじめ、それぞれが正し
い情報の発信に努める取り組みを継続しており、26年度後半では状況の好転が感じられました。そのため27
年度生産分については、川内村で行われる祭りやイベントへの提供、直売所及び会員経営の県内飲食店への
出荷を行い、村内外の認知度向上と風評被害払拭、出荷実績による信頼の構築を目指し、個人販売に繋げて
いく考えです。
　会の活動の活性化については、震災後に会員の内４人でスタートした今回の取り組みでしたが、巡回指導
とあわせ説明会を行い、生産者への正しい情報発信を継続したことで、会員間で安全な栽培方法や放射性物
質への理解が深まり、現在では活動会員数が10名まで回復し賑わいを取り戻しつつあります。今後は、避難
中の会員への情報提供や接触の機会を増やし、参加を促すとともに、１人でも多く帰村へ繋げて行ければと
考えています。
　このように川内村原木舞茸研究所では、安全で美味しいマイタケを一生懸命生産していきますので、皆様
の温かい応援をどうぞよろしくお願い致します。

原木舞茸研究所（川内村）の
生産再開に向けた取り組み ■相双農林事務所　富岡林業指導所

� 林業普及指導員　山　田　　　誠

平成27年度の取り組みについて打合せ中生産再開のために購入した安全な原木

普及指導員通信
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会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
が
管
轄

す
る
国
有
林
は
、
日
本
海
へ
注
ぐ
阿
賀
野

川
の
上
流
、
尾
瀬
周
辺
の
山
々
を
源
と
す

る
只
見
川
と
伊
南
川
の
流
域
に
あ
り
、
関

東
森
林
管
理
局
の
中
で
は
最
も
広
い
約
一

一
万
㌶
の
森
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
有
す
る
豊
か
な
自
然
は
、

尾
瀬
国
立
公
園
、
越
後
只
見
国
定
公
園
、

只
見
柳
津
県
立
公
園
の
指
定
の
ほ
か
、
国

有
林
の
保
護
林
で
あ
る
奥
会
津
森
林
生
態

系
保
護
地
域
、
郷
土
の
森
「
恵
の
森
」、

こ
の
ほ
か
会
津
山
地
緑
の
回
廊
の
設
定
が

さ
れ
て
森
林
の
取
り
扱
い
に
制
限
を
し
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
木
材
生
産
で
広
葉
樹
材
の
供

給
を
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
貴
重
な
森
林

は
そ
の
ま
ま
未
来
に
残
す
こ
と
の
価
値
が

重
要
と
し
て
、
現
在
は
、
カ
ラ
マ
ツ
人
工

林
の
整
備
を
し
な
が
ら
年
間
二
、
〇
〇
〇

立
方
㍍
程
度
を
市
場
に
供
給
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

当
地
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
に
あ

り
、
新
潟
県
境
か
ら
の
国
道
は
冬
期
通
行

止
め
、
東
側
か
ら
峠
（
ト
ン
ネ
ル
）
を
越

え
る
と
森
林
の
風
景
が
違
っ
て
見
え
て
き

ま
す
。
只
見
町
で
は
、
雪
質
も
や
や
重
く

な
る
せ
い
か
雪
崩
に
よ
っ
て「
雪
食
地
形
」

を
形
成
し
、
山
腹
で
は
樹
木
は
大
き
く
な

れ
ず
尾
根
筋
に
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
等
の
高
木
が

並
ん
で
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
只
見
町

と
檜
枝
岐
村
で
は
、
豪
雪
地
域
に
特
徴
づ

け
ら
れ
る
豊
か
で
貴
重
な
自
然
環
境
と
そ

れ
を
拠
所
と
し
た
生
活
・
文
化
を
継
承
す

る
こ
と
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教

育
科
学
文
化
機
関
）
に
生
物
圏
保
存
地
域

（
Ｂ
Ｒ
）
を
申
請
し
、
平
成
二
六
年
六
月

十
二
日「
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」

（T
adam

i B
iosphere R

eserve

：
只
見

Ｂ
Ｒ
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

只
見
Ｂ
Ｒ
内
の
国
有
林
は
、
核
心
地

域
、
緩
衝
地
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

既
存
の
法
規
制
は
も
と
よ
り
、
エ
コ
パ
ー

ク
の
保
護
と
利
用
の
考
え
方
に
配
慮
し
て

取
り
扱
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
檜
枝
岐
村
の
尾
瀬
で
は
、
近
年

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
侵
入
し
湿
原
の
植
生
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
平
成
二
五
年

の
前
回
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
予
告
を
し
て
い

た
大
江
湿
原
を
囲
う
三
・
五
㌔
㍍
に
亘
る

防
鹿
柵
の
設
置
を
昨
年
実
施
し
ま
し
た
。

　

関
係
機
関
か
ら
意
見
も
い
た
だ
き
な
が

ら
耐
雪
試
験
や
設
置
場
所
の
調
査
・
刈
払

い
、
ヘ
リ
に
よ
る
資
材
の
荷
揚
げ
な
ど
数

年
に
か
け
て
準
備
を
し
、
六
月
に
柵
が
出

来
上
が
り
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
侵
入
を
減
ら
し

て
七
月
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
見
頃
に
は

食
害
は
少
な
く
な
っ
た
と
関
係
者
か
ら
の

声
も
聞
か
れ
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
改
良
・
改
善
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
県
・
村
・
猟
友
会
等
関
係
機
関
の尾瀬大江湿原防鹿柵設置作業風景

尾瀬大江湿原のニッコウキスゲ開花

「南会津の森林を
 取り巻く状況に

ついて」

森林管理署メモ

会津森林管理署
南会津支署

団体のページ

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
林
業
再
生
の
課
題
は
木
材
の
安

定
供
給
で
す
。
支
署
と
し
て
も
、
昨
年
は

シ
ス
テ
ム
販
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
木
道
用

資
材
及
び
低
質
材
を
チ
ッ
プ
用
材
と
し
て

約
一
、
〇
〇
〇
立
方
㍍
を
供
給
、
ま
た
、

南
会
津
地
方
木
材
安
定
供
給
連
絡
会
議

（
県
・
町
村
・
業
界
団
体
で
組
織
）
が
南

会
津
の
サ
テ
ラ
イ
ト
土
場
を
利
用
し
て
主

催
す
る
「
震
災
復
興
支
援
・
南
会
津
産
木

材
市
」
へ
過
去
三
年
の
倍
近
い
約
七
〇
〇

立
方
㍍
（
カ
ラ
マ
ツ
）
を
委
託
販
売
と
し

て
出
品
し
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
目
に
入
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
森
林
・
林
業
の
面
か

ら
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
二
七
年
一
月
に
女
性
交
流
会
が
東

京
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
森
林
、
林
業
に

携
わ
っ
て
い
る
女
性
の
集
い
で
す
。
今
年

で
十
八
回
目
と
な
り
、
そ
の
重
さ
と
厳
粛

さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
、
心
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
私
は
、

今
年
度
か
ら
監
査
役
の
立
場
か
ら
、
色
々

と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国

か
ら
は
色
々
な
活
動
者
が
参
加
し
、
最
年

少
は
二
五
歳
、
ま
た
三
〇
代
の
参
加
者
が

多
く
と
て
も
活
気
あ
る
大
会
で
し
た
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
女
性

の
立
場
か
ら
、
英
知
の
集
結
と
も
い
え
る
、

女
性
な
ら
で
は
の
意
見
の
交
換
や
、
昨
今

道
の
駅
等
の
「
六
次
化
産
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
ア
イ
デ
ア

は
枯
渇
す
る
こ
と
が
な
く
ふ
つ
ふ
つ
と
湧

出
て
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

林
業
界
で
は
、
後
継
者
の
不
足
が
ず
っ

と
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

林
業
界
の
永
遠
の
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
が
現
状
で
す
。
け
れ
ど
も
、
ど
ん
な

形
で
も
い
い
の
で
、
森
林
、
林
業
に
携
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
全
国
の
活
動
状
況
を
聞
い
て
い

る
と
、
や
は
り
、
ど
う
し
て
も
福
島
県
は

原
発
事
故
を
思
い
出
さ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
と
同
じ
活
動
は
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。
現
在
私
の
組
織
は
活
動

に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
、
他
の

組
織
の
方
々
は
、
放
射
能
と
い
う
目
に
見

え
な
い
も
の
と
の
戦
い
に
、
悪
戦
苦
闘
し

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
風
評
被
害
、
木

材
需
要
の
低
迷
、
そ
の
他
活
動
に
も
影
響

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
全
国
大
会
は
、
各
県
の
女
性
の
取

り
組
み
が
勉
強
で
き
る
の
が
い
い
と
こ
ろ

で
す
。
林
野
庁
で
も
、
女
性
が
輝
く
た
め

に
様
々
な
支
援
が
あ
り
ま
す
の
で
、
我
が

県
で
も
ぜ
ひ
、
奮
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
今
私
た
ち
が
や
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
あ
る
は
ず
で

す
。
福
島
県
の
場
合
は
他
県
と
は
違
う
活

動
方
法
な
の
で
す
。地
道
な
調
査
（
放
射

性
物
質
汚
染
状
況
の
数
字
化
）、そ
れ
を
基

に
私
た
ち
が
県
の
力
を
借
り
て
で
き
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
状
況
を
全
国
に
発
信
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
災
害

は
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
来
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

　

我
が
福
島
県
が
背
負
っ
て
い
る
復
興
は
、

後
世
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
、
暗

中
模
索
は
続
き
ま
す
が
、
希
望
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
う
い
う
時
に
こ
そ
、
全
国
の

動
き
を
勉
強
、
観
察
し
、
ア
イ
デ
ア
を
も

ら
う
こ
と
も
一
つ
の
考
え
方
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
は
、
こ
の
状
況
を
全
国
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
し
て

放
射
能
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
習
得

し
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回

林
野
庁
で
発
行
し
た
「
福
島
の
森
林
・
林

業
再
生
に
向
け
て
」
は
と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
放
射
性
物
質
に
対
す
る
基
礎

知
識
か
ら
森
林
の
除
染
の
進
め
方
、
森
林

再
生
に
向
け
て
、と
色
々
と
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
は
つ
ら
つ
」
に
参
加
し
て
思
う
こ
と

は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
会
で
す
の
で
我

が
県
か
ら
の
参
加
を
多
く
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

研
修
会
が
終
わ
り
翌
日
に
は
、
東
京
お

も
ち
ゃ
美
術
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
木
を

使
っ
た
お
も
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
昭

和
の
匂
い
と
木
の
香
り
に
包
ま
れ
懐
か
し

く
楽
し
く
充
実
し
て
今
年
度
の
研
究
発
表

会
を
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
宅
し
て
数
日
が
過
ぎ
、
遠
く
は
宮
崎

県
他
か
ら
激
励
の
手
紙
を
い
た
だ
き
、
心

が
温
か
く
な
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
同
じ

思
い
で
〝
つ
な
が
る
〟、
私
は
色
々
な
意
味

で
活
動
を
続
け
て
き
て
良
か
っ
た
、
と
言

え
る
こ
と
に
大
き
く
大
き
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

林研コーナー

平成26年度
第18回はつらつ林業

女性交流会に参加して
ふたばグリーンレディースネットワーク2000

代表　早矢仕　恵　子

福島県林研グループ
連絡協議会
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十
二
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
比
一
六
㌫
減
（
前
年
比

一
七
㌫
減
）
の
二
五
、
一
一
四
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
一
七
㌫
減
（
前
年
比
一
七
㌫
減
）
の
二

四
、
八
〇
八
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
保
合
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（１月15日現在）
（単位：㎥当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前月実
績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外は各
地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格ではなく、
福島県森林組合連合会の会津共販所・い
わき木材流通センターの素材市売価格を
示す。

　　４．各地域の価格について、異常値が生じた
場合には県平均算出から除く場合がある。

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

 4.00

並 カラマツ （　0～　0） 8（　6～　9） 0

13～14 並 カラマツ （　0～　0） 8（　7～　8） 0

16以上 並 カラマツ （　0～　0） 11（10～12） 0

区　分
形　　量

材質 樹 種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
 5～ 9

 4.00
並

ス　ギ
9 （　8～　9） 0 （　0～　0） 0 10 （ 9～10） 0 9 （ 8～10） 0

10～13 並 12 （10～14） △ 1 8 （ 8～ 8） 0 11 （10～13） 0 11 （ 8～14） 0

中

14～18

 3.00
並 ス　ギ 13 （12～14） △ 1 10 （10～10） △ 2 12 （10～14） 0 12 （10～14） △ 1

並 ヒノキ 15 （14～16） 0 （　0～　0） 0 17 （16～18） 0 16 （14～18） 0

 6.00
並 ス　ギ 18 （16～19） 0 8 （ 8～ 8） △ 4 16 （14～18） 0 16 （ 8～19） 0

並 ヒノキ 27 （27～27） 0 （　0～　0） 0 23 （19～27） 0 24 （19～27） 0

20～28

 3.65 並 ス　ギ 14 （13～14） 0 13 （12～13） 0 13 （11～14） 1 13 （11～14） 0

 4.00 並
アカマツ

11 （　9～12） 0 （　0～　0） 0 9 （ 9～10） 0 10 （ 9～12） 0

 1.80 並 7 （　5～ 9） 0 （　0～　0） 0 7 （ 6～ 8） 0 7 （ 5～ 9） 0

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 31 （26～36） 0 31 （26～36） 0

並 米マツ 35 （35～35） 2 29 （29～29） 0 32 （28～36） 0 32 （28～36） 1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

 3.80 並 エゾマツ （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 28 （26～29） 1 28 （26～29） 1

 4.00
並 ベニマツ （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 33 （29～37） 0 33 （29～37） 0

並 カラマツ （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 26 （23～29） 0 26 （23～29） 0
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 （　0～　0） 0

並 アガチス （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 （　0～　0） 0

パルプ
用　材

− −
並 マ　ツ （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 5 （ 5～ 5） 0 5 （ 5～ 5） 0

並 広葉樹 （　0～　0） 0 （　0～　0） 0 7 （ 7～ 7） 0 7 （ 7～ 7） 0

　
　

称
二

要
七
木
一

四
民
設
二

置
之
一

可
レ

伝
二

子
孫
一

一
、
牡
丹
、
芍
薬
、
蓮
、
桔
梗
、
蕨
、
山

椒
、
独
活
、
砥
草
、
以
上

　
　

称
二

八
草
一

人
家
用
足
の
物
無
用
不
レ

可
レ

拾

一
、
李
、
梨
、
柿
、
竹
、
以
上

　
　

称
二

四
壁
竹
木
一

裏
地
屋
敷
成
り
と
も

可
レ

長

右
条
々
四
民
為
二

永
代
一

要
物
被
二

仰
出
一

処
、
入
念
堅
可
二

相
守
一

者
也

（
一
部
掲
載
し
ま
し
た
が
興
味
の
あ
る
方

は
図
書
館
へ
）

　

一
八
六
八
年
戊
辰
戦
争
で
新
政
府
軍
の

猛
攻
に
耐
え
た
が
開
城
と
な
っ
た
。
一
八

七
四
年
に
取
壊
さ
れ
た
が
、
市
民
の
要
望

に
よ
り
一
九
六
五
年
に
は
鶴
ヶ
城
天
守
閣

再
建
工
事
が
落
成
し
、
二
〇
一
一
年
に
赤

瓦
と
な
り
、
現
在
も
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

是
非
、
会
津
の
歴
史
を
改
め
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

会
津
の
歴
史
に
ふ
れ
て（
鶴
ヶ
城
と
藩
主
）

　

鶴
ヶ
城
は
、
一
三
八
四
年
葦
名
直
盛
が

東
黒
川
館
を
築
き
、
城
郭
と
し
て
の
歴
史

が
始
ま
っ
た
。
一
五
九
三
年
七
層
の
天
守

閣
が
完
成
し
、
黒
川
を
若
松
に
改
め
町
割

り
が
で
き
る
。
ま
た
、
城
の
名
前
も
鶴
ヶ

城
と
命
名
さ
れ
た
。

　

一
六
三
九
年
に
は
天
守
閣
を
五
層
と

し
、
西
出
丸
と
北
出
丸
が
築
か
れ
、
保
科

正
之
が
一
六
四
三
年
に
入
城
し
た
。
翌

年
、
家
中
の
者
た
ち
に
用
材
を
給
与
し
よ

う
と
し
た
が
、「
御
林
の
遠
近
を
吟
味
」

し
た
と
こ
ろ
、「
お
お
か
た
上
道
三
里
よ

り
近
き
所
に
て
は
、
下
さ
る
べ
き
場
所
こ

れ
無
し
。」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
山
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、

そ
の
保
護
の
た
め
に
、
一
六
四
九
年
に
留

木
の
制
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
が
、「
七
木
八
草
四
壁
竹
木
御
定

法
事
」
と
言
わ
れ
、

一
、
漆
木
、
桑
、
明
檜
、
杉
、
槻
、
松
、

黐
木
、
以
上

　
　

称
二

第
七
木
一

無
二

下
知
一

猥
不
レ

可
レ

伐

一
、
榧
、
胡
桃
、
朴
木
、
桐
木
、
栗
榛
栗
、

栂
、
以
上

佐　

藤　

宗　

一

会
津
農
林
事
務
所
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

表紙の写真

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
〇
八
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

はなしの
ひろば

春
の
光
に
誘
わ
れ
て

「今年は優勝」
　第29回ふくしま緑の写真コ
ンクールで入選した荒　功雄さ
ん（南相馬市）の作品。

　

春
の
光
に
誘
わ
れ
て
川
べ
り
を
歩
い
て
み
る
の
も
い
い
。
福
島
市
を
流
れ
る
荒
川
は
、

吾
妻
連
峰
付
近
に
位
置
す
る
鳥
子
平
に
源
を
発
し
、
八
支
川
と
合
流
し
阿
武
隈
川
に
注
ぐ

流
路
延
長
二
九
・
七
㌔
㍍
の
一
級
河
川
だ
。
荒
川
は
暴
れ
川
と
い
わ
れ
江
戸
時
代
か
ら
幾

度
と
な
い
土
砂
流
失
や
氾
濫
が
繰
り
返
さ
れ
、
河
道
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
長
い
時
間
を
か
け
て
の
治
水
・
砂
防
事
業
の
中
心
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
た

だ
川
を
鎮
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
暴
れ
方
の
特
性
を
よ
く
理
解
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の

生
活
に
川
を
馴
染
ま
せ
、
共
に
生
き
る
こ
と
を
選
択
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
間
の
行
政
、

地
域
の
人
々
、
各
協
力
企
業
の
荒
川
へ
の
思
い
と
川
へ
の
行
動
は
、
平
成
の
名
水
一
〇
〇

選
、
過
去
七
回
獲
得
し
た
清
流
日
本
一
、
土
木
遺
産
認
定
（
平
成
十
九
年
）
荒
川
流
域
砂

防
堰
堤
群
十
五
基
が
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
（
平
成
二
〇
年
）
と
い
う
結
果
に
結
び
つ

い
た
。
公
の
認
定
は
心
強
い
。
き
ち
ん
と
し
た
形
で
人
々
の
思
い
も
共
に
歴
史
に
刻
ま
れ
、

全
国
へ
発
信
す
る
力
に
も
な
る
。

　

更
に
、
洪
水
防
御
策
の
霞
堤
や
水
防
林
そ
し
て
定
期
的
な
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
は
、

川
や
林
の
生
態
系
を
変
え
た
。
自
然
の
生
き
物
は
正
直
だ
。
川
が
澄
み
、
緑
が
豊
か
に
な

る
と
土
も
変
わ
る
。
ホ
タ
ル
や
カ
ワ
セ
ミ
、
カ
ジ
カ
や
サ
ワ
ガ
ニ
等
々
、
昔
身
近
に
い
た

な
つ
か
し
い
生
き
物
た
ち
に
、こ
こ
で
は
ま
た
お
目
に
か
か
れ
る
。
荒
川
は
、
上
流
、
中
流
、

下
流
と
そ
れ
ぞ
れ
に
砂
防
堰
堤
、
床
固
堰
堤
の
形
や
生
息
す
る
動
植
物
も
違
っ
て
い
る
。

水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
土
木
構
築
物
の
融
合
は
、
ま
さ
に
共
に
生
き
て
き
た
壮
大
な

荒
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。

　

四
月
中
ご
ろ
か
ら
荒
川
八
景
「
荒
川
桜
づ
つ
み
河
川
公
園
」
で
は
約
二
二
〇
本
も
の
桜

が
、
見
事
な
桜
ラ
イ
ン
と
な
る
。
桜
を
見
な
が
ら
荒
川
べ
り
を
歩
い
て
み
る
と
、
川
の
淡
々

と
し
た
流
れ
に
長
い
歴
史
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
。
川
面
に
は
、
春
の
光
が
生
ま
れ
て
は

消
え
、
消
え
て
は
生
ま
れ
る
。
も
う
少
し
こ
の
川
の
流
れ
を
眺
め
て
い
た
く
な
る
春
の
い
っ

と
き
だ
。�
（
都
）



山火事で受けた
損害

又は　県庁森林保全課　℡ 024‒521‒7441

《ご相談・お申し込みは》
◆県内各森林組合
◆福島県森林組合連合会

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林国営保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

平成27年４月から名称が「森林保険」に変わります

北関東支店　〒969-1149　福島県郡山市八山田 5-314
　　　　　　 TEL 024-973-5166　FAX 024-973-5168
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福
島
市
中
町
五
番
十
八
号　

県
林
業
会
館
内

定
価
一
〇
八
円

年
間
購
読
料
一
、九
〇
〇
円
（
税
・
送
料
込
）

住化グリーン株式会社
本社　　　　〒103－0016　東京都中央区日本橋小網町１番８号 　　　　　　TEL.03-6837-9422　FAX.03-6837-9423
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

くん蒸用生分解性シート

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

水冷ディーゼル
X379301020
￥3,375,000（税抜）

RSP	 21BPX	 967159403
	 95VPX	 967159303
HS	 25AP	 967159104
	 91VXL	 967159204
HM	 21BPX	 967159404
	 95VPX	 967159305

SR3000-2
竹もOK!

出力　22.3kW（質量1,330㎏）

最大処理径

180㎜

GZ3900EZ
排気量　39.1㎤（質量4.4㎏）

￥108,000（税抜） 45㎝（18"）
RSP	 21BPX	 967160502	
	 95VPX	 967159902
HM	 21BPX	 967160504
	 95VPX	 967159904

GZ4300EZ
排気量　43.1㎤（質量4.4㎏）

￥133,700（税抜）

 チッパシュレッダ 　プロソー

昭
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郵
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月
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回
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発
行
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